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平成３０年第４回姶良市議会定例会（11 月 28 日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．和田 里志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．姶良市総合計画

や立地適正化計画

等と民間による開

発行為の関係につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．公有財産の管理

と有効活用及び処

分について 

 

 

 

 

本市は、その県央に位置する利便性か

ら県内唯一人口増加の市として注目さ

れ、民間による開発行為もあちこちで数

多く行われている。現在、本市がめざす

将来の姿と、それを実現していくために

総合的に取り組むべき施策の柱として第

２次姶良市総合計画や立地適正化計画を

策定中である。 

このような計画的まちづくりを進める

にあたり、特に市南部に集中しがちな人

口問題と密接にかかわりのあるのが、マ

ンション建築や宅地造成など民間業者に

よる開発行為である。 

そこで以下について問う。 

（１）姶良市立地適正化計画策定状況と

その後における民間業者等による開発

行為との関連をどのようにしていく

か。 

（２）立地適正化計画の法的拘束力とそ

の後の条例もしくは要綱等の制定計画

があるのかどうか、また計画の周知に

ついてどのように考えているか。 

（３）開発行為に基づく道路・公園等の

あり方についての考え方を問う。 

 

本件については、これまでもその対応

について質してきたが、現状の公有財産

の分類・管理・所管の取り組みと今後に

ついて、その方向性と具体的考え方を問

う。特に老朽化した公共施設の跡地につ

いての考え方を問う。 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．湯川 逸郎 

 

１．水道事業の施設

の老朽化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．生活習慣病の実

態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．コミュニティバ

スの活用について 

去る９月議会で、水道事業の施設の老

朽化による更新や、耐震基準を満たして

いない施設や、災害時に持続可能なライ

フラインの構築等投資が増加し、水道事

業の経営に影響を及ぼすことが懸念され

ると示されたが、具体的な解消策をどの

ように考察しているのか示せ。 

（１）施設の老朽化による更新を具体的

に示せ。 

（２）耐震基準を満たしていない施設の

解消をどのように改善するのか示せ。 

（３）災害時の持続可能なライフライン

の構築における準備はどのように考え

ているのか。 

 

急速な高齢化や医療技術の高度化など

の影響で、医療費全体に占める生活習慣

病の割合が高い実態であると思うが、国

民健康保険の医療費の適正化の取組をど

のような方法で行うのか問う。 

（１）生活習慣病の早期発見や重症化予

防を継続し、受診率の向上を図る対策

はどのように対応されたか問う。 

（２）生活習慣病に対する医療費の実態

を問う。 

 

中山間地域の高齢化や過疎化等によ

り、コミュニティバスの活用が「生活の

足」として大切な移動手段である。高齢

者は体力的に現在の停留所までは距離が

遠い現状であるが、停留所の増設などを

含め、路線の見直しは出来ないのか問う。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

３．田口 幸一 １．国産の杉材活用

について 

 

 

（１）市内のあちこちの山で、杉が切ら

れ積まれているが、主に何に利用され

ているのか。 

（２）外国産材と比べてどのように違う

市 長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

２．耕作放棄地につ

いて 

 

 

 

３．側溝蓋について 

 

 

 

 

４．ロードミラーの

設置について 

 

 

 

 

５．雑草の除去につ

いて 

のか。 

（３）民有林と公有林の活用の違いを示

せ。 

（４）植林して何年くらいで材木になる

のか。 

 

（１）市内のあちこちでセイタカアワダ

チソウや枯れ草が見られるが、パトロ

ールはどうなっているのか。 

（２）地権者を調査したのか。 

 

せっかく設置した側溝蓋がガタガタ動

き、歩行・交通の障害になっている箇所

が見受けられる。パトロールはどうなっ

ているのか。 

 

（１）市道・公園等の近くで死角になっ

ている箇所があるが、どうにかならな

いか。 

（２）設置にはどのような条件があるの

か。 

 

（１）稲荷橋周辺にカンネンカズラや多

くの雑草が茂っていて見苦しいが、ど

うにかならないか。美しいまちを保つ

ために、この状況をどう考えるか。 

（２）通学路においても雑草が生い茂っ

ている状態は、防犯上・交通安全上、

問題がある。教育委員会としてはどう

考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

４．国生 卓 １．林道整備につい

て 

 

 

 

 

姶良市の山林面積は、総面積の約６２

パーセントを占めている。姶良市の林業

の現状は、林家の高齢化、労働力の不足

等により除間伐の施業が遅れている森林

が目立っている。 

 そのような中、国の「森林・林業基本

市 長 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．イオンタウン姶

良周辺の道路側溝

等の整備について 

 

 

 

 

 

 

計画」及び県の「森林・林業振興基本計

画」の方向性を踏まえ、市は森林整備を

計画的に推進することにより、森林の有

する多面的機能の維持・増進を図り、森

林環境の保全に資するものと考えられ

る。 

 そこで、姶良市の林業振興の主要施策

の一つに「林道等の路網整備の推進」を

掲げている。林道は、伐採木の搬出、機

械の搬出入、また、災害時の倒木等の搬

出を担っている林業振興の重要な一つで

ある。以上を踏まえ、以下を問う。 

（１）姶良市の今までの林道の整備状況

について問う。 

（２）今後の林道等の整備計画や整備方

針について問う。 

 

近年、イオンタウン姶良周辺は、人口、

住宅も増加して都市化となっている。農

地の跡地に建設したアパート・住宅が多

く、道路側溝等の整備が遅れていると住

民からの声を聞く。よって、以下を問う。 

（１）排水路に雑草・竹やぶが繁茂し、

害虫が発生している。また、排水路は

側溝蓋が無く、道路は通学路にもなっ

ており、通行するのに危ないとのこと

である。このような現状のなか、市と

しての道路等の整備の取組を問う。 

（２）思川用水路（五社神社前）の分水

路の排水を改修してあるが、本流への

流れより分流への流れが弱く、大雨の

時は溢れ、低地への浸水、県道への冠

水が見られる。また、思川用水路につ

いては、周辺一帯の農地も減少し、用

水よりも排水の役目に変わってきてい

る。このような現状のなか、市として

の排水対策の計画を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

５．本村 良治 １．実効性のある業

務改善をめざして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．西姶良校区に早

急に校区公民館の

設置を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスコミ等で学校における超過勤務が

話題になり長い時間が経過した。文科省

から学校における業務改善の指示の文書

も送付されている。その内容に基づいて

教職員の健康保持の観点から見解を問

う。 

（１）毎月、出退勤調査が行われている。

市教委はその結果を把握してどのよう

な具体的な業務改善に取り組んでいる

か。具体例を挙げて説明せよ。 

（２）ガイドラインで規定している部活

動時間が守られていない。そこでこの

規定を守るため、練習時間を減らすた

めに出場できる大会数を制限していく

考えはないか。  

（３）学校の衛生委員会での協議内容は、

校内での取組と行政で取り組む内容と

に分けられる。総括衛生委員会が設置

されると市全体として取り組む方向性

を絞り込むことがきて成果が期待でき

る。総括衛生委員会を設置してはどう

か。 

 

これまで校区民・自治会から校区公民

館の建設については要望が出されてき

た。高齢者・子育て世代は災害時に地形

的な理由から避難場所への迅速な移動が

困難である。 

（１）現在、校区公民館がない校区はど

こか。 

（２）なぜ今まで姶良ニュータウンには

校区公民館が建設されなかったのか。

その理由を明らかにせよ。 

（３）校区公民館のない地区ではそれに

代わる施設としてどのような施設を利

用して活動を推進しているか。 

（４）校区公民館を建設して、公的な施

設として校区民の災害時の避難所に指

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

定してはどうか。 

（５）校区公民館を建設して校区の拠点

施設として利活用してはどうか。 

（６）姶良ニュータウン活性化のために

校区公民館を建設する考えはないか。 

 

 

 


